
学術集会企画　第1日目【12月9日（土）】

学術集会企画
　第 1 日目　12 月 9 日（土）　

会長講演� 9:10 ～ 9:50
第 1会場（海峡メッセ下関�1F�展示見本市会場）

PL 看護サイエンスと看護実践の妙味
座長　真田�弘美（石川県立看護大学�学長）
演者　田中�マキ子（山口県立大学�学長）

教育講演�1� 10:00 ～ 11:00
第 1会場（海峡メッセ下関�1F�展示見本市会場）

EL1 未来を拓く看護と哲学
座長　百田�武司（日本赤十字広島看護大学）
演者　小川�仁志（山口大学国際総合科学部）

シンポジウム�1� 13:00 ～ 14:30
第 1会場（海峡メッセ下関�1F�展示見本市会場）

S1 人生の最終段階における医療のサイエンスとアート
座長　田中�愛子（山口大学大学院医学系研究科保健学専攻基礎看護学講座）

S1-1 End-of-Life ケアにおける看護のサイエンスとアート
演者　田村�恵子（�大阪歯科大学医療イノベーション研究推進機構事業化�

研究推進センター地域医療連携部門）

S1-2  人生の最終段階における医療の本質とは：がんに携わる精神科医の立場
から
演者　小川�朝生（�国立研究開発法人国立がん研究センター東病院精神腫瘍科／�

先端医療開発センター精神腫瘍学開発分野）

S1-3  人生の最終段階における社会的側面への支援について  
～ソーシャルワーカーの立場から～
演者　太田�多佳子（松山ベテル病院医療相談室・地域医療連携室）

S1-4 サイエンスとアートを「つなぐもの」の社会学
演者　田代�志門（東北大学大学院文学研究科）

オンデマンド配信あり

オンデマンド配信あり

オンデマンド配信あり
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学術集会企画　第1日目【12月9日（土）】

日本看護科学学会、日本プライマリ・ケア連合学会�共同企画シンポジウム�
� 14:40 ～ 16:10

第 1会場（海峡メッセ下関�1F�展示見本市会場）

JP1 プライマリ・ケアにおける ICT を活用したテレナーシング
座長　水川�真理子（神戸市看護大学）
　　　丸尾�智実（神戸市看護大学）

JP1-1 多職種によるオンラインを活用した糖尿病セルフケア支援とフットケア
演者　西村�亜希子（香川大学医学部看護学科）

JP1-2  糖尿病療養支援における ICT の利活用－遠隔モニタリング、 スマート
フォンアプリを用いた療養支援の実際－
演者　水野�美華（原内科クリニック）

JP1-3  ICT を活用したこれからの地域看護：多様な高齢心不全患者の支援を地
域で支える
演者　富山�美由紀（医療法人社団ゆみの�のぞみハートクリニック）

JP1-4  テレナーシングと訪問看護のハイブリッド：コロナ地域療養の神奈川モ
デルの実践
演者　眞榮�和紘（�ソフィアメディ株式会社）

JP1-5  医療保険被保険者に対するテレナーシングを用いた慢性疾患セルフマネ
ジメント
演者　森瀬�茜（株式会社DPPヘルスパートナーズ）

シンポジウム�2� 10:00 ～ 11:30
第 9会場（海峡メッセ下関�10F�国際会議場）

S2 高度実践看護師の展望
座長　山勢�博彰（山口大学大学院医学系研究科）

S2-1  日本看護系大学協議会（JANPU）高度実践看護師制度の現状と課題と展
望
演者　川本�利恵子（湘南医療大学保健医療学部看護学科）

S2-2  高度実践看護師の展望：プライマリ NP 教育を推進してきた立場から
演者　村嶋�幸代（大分県立看護科学大学）

S2-3 2040 年に向けた高度実践看護師としての CNS の課題
演者　榑松�久美子（北里大学病院看護部）

S2-4 高度実践看護師の展望
演者　福永�ヒトミ（日本医科大学武蔵小杉病院）

オンデマンド配信あり

オンデマンド配信あり
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学術集会企画　第1日目【12月9日（土）】

教育講演�2� 13:00 ～ 14:00
第 9会場（海峡メッセ下関�10F�国際会議場）

EL2  SDGs と若者のセクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス／ライツ
（SRHR）、ジェンダー
座長　堀内�成子（聖路加国際大学）
演者　勝部�まゆみ（公益財団法人ジョイセフ�代表理事・理事長）

教育講演�3� 14:10 ～ 15:10
第 9会場（海峡メッセ下関�10F�国際会議場）

EL3 健康格差社会～何が心と健康を蝕むのか～
座長　唐田�順子（山口県立大学看護栄養学部看護学科）
演者　近藤�克則（�千葉大学予防医学センター社会予防医学研究部門／�

国立長寿医療研究センター研究所老年学・社会科学研究�
センター老年学評価研究部／一般社団法人日本老年学的�
評価研究機構）

教育講演�4� 15:20 ～ 16:20
第 9会場（海峡メッセ下関�10F�国際会議場）

EL4  ライフコースアプローチの視点からの母子保健－エコチル調査がめざす
もの
座長　村嶋�幸代（公立大学法人大分県立看護科学大学�理事長・学長）
演者　山縣�然太朗（山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座）

オンデマンド配信あり

オンデマンド配信あり

オンデマンド配信あり
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学術集会企画　第1日目【12月9日（土）】

パネルディスカッション�1� 10:30 ～ 11:30
第 10会場（下関市生涯学習プラザ�1F�海のホール）

PD1 人工知能を活用した新しい看護実践・看護研究
座長　玉井�奈緒（横浜市立大学医学部看護学科）
　　　林田�賢史（産業医科大学病院医療情報部）

PD1-1  レセプト及びセンシングデータを用いて患者の状況変化を予測する AI
を活用した２つの看護研究の紹介
演者　福井�小紀子（�東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科在宅・緩和ケ

ア看護学分野）

PD1-2  看護実践が変わる！人工知能のエコーへの活用
演者　村山�陵子（�藤田医科大学社会実装看護創成研究センター）

PD1-3 緩和ケア領域における自然言語処理応用
演者　升川�研人（東北大学大学院医学系研究科保健学専攻緩和ケア看護学分野）

オンデマンド配信あり
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学術集会企画　第2日目【12月10日（日）】

学術集会企画
　第 2 日目　12 月 10 日（日）　

教育講演�5� 9:40 ～ 10:40
第 1会場（海峡メッセ下関�1F�展示見本市会場）

EL5  生きがいを実現できる包摂社会　持続可能な地域医療   
～地域包括ケアシステム、健康、多職種の連携～
座長　前田�ひとみ（熊本大学大学院生命科学研究部基盤看護学講座）
演者　加藤�節司（社会医療法人仁寿会加藤病院）

特別講演　� 後援：株式会社照林社�
� 10:50 ～ 11:50

第 1会場（海峡メッセ下関�1F�展示見本市会場）

SL  A message from the United States: Challenges and opportunities 
for the nursing profession  
米国からのメッセージ～看護専門職者の課題とチャンス～
座長　田中�マキ子（山口県立大学�学長）
演者　Barbara�Bates-Jensen�（�Associate�Dean�of�Academic�Affairs,��

Professor�of�Nursing�and�Medicine,��
University�of�California,�Los�Angeles�School�of�
Nursing�and�David�Geffen�School�of�Medicine）

教育講演�6� 13:30 ～ 14:30
第 1会場（海峡メッセ下関�1F�展示見本市会場）

EL6 精神看護学研究におけるスケール開発の意義と課題
座長　佐藤�美幸（宇部フロンティア大学看護学部看護学科）
演者　矢田�浩紀（山口県立大学）

オンデマンド配信あり

オンデマンド配信あり

オンデマンド配信あり
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学術集会企画 第2日目【12月10日（日）】

シンポジウム�3� 8:50 ～ 10:20
第 8会場（海峡メッセ下関�9F�海峡ホール）

S3	 看護臨床判断のパースペクティブー教育から研究へー
座長　水戸 優子（神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部看護学科）
　　　丹 佳子（山口県立大学看護栄養学部看護学科）

S3-1	 	―看護と教育における理論・実践・研究からの探求―	
臨床判断能力育成のための教育デザインと看護教育の質
演者　西村 礼子（ 東京医療保健大学医療保健学部看護学科・大学院医療保健学

研究科／東京医療保健大学総合研究所教育ＤＸ研究ユニット）
S3-2	 臨床判断を拓くルーブリックの活用と学習環境デザイン

演者　細田 泰子（大阪公立大学大学院看護学研究科）
S3-3	 	事実や知識を統合する思考に着目した臨床判断の教育―学習科学のパー

スペクティブ
演者　三浦 友理子（聖路加国際大学大学院看護学研究科看護教育学）

シンポジウム�4� 10:30 ～ 12:00
第 8会場（海峡メッセ下関�9F�海峡ホール）

S4	 看護とDX－その可能性と展望
座長　真嶋 由貴惠（ 大阪公立大学）

S4-1	 	宮城大学における看護教育DXの取組み	
〜第 3の学習の場：仮想地域「MYU-TOWN」の開発と試行〜
演者　齊藤 奈緒（ 宮城大学看護学群）

S4-2	 医療 DXから看護プロセスを再考する
演者　村岡 修子（NTT 東日本関東病院）

S4-3	 看護とAI・デジタル時代の基本：生成AI と DXのエッセンス
演者　坂田 信裕（山梨大学大学教育・DX 推進センター）

パネルディスカッション�2� 13:20 ～ 14:50
第 8会場（海峡メッセ下関�9F�海峡ホール）

PD2	 M-GTAによる領域密着型理論を実践に活かす
座長　森 真喜子（ 国立看護大学校）

PD2-1	 実践的活用を促す理論の生成－M-GTAの基本特性
演者　木下 康仁（聖路加国際大学）

PD2-2	 	M-GTAで生成した領域密着型理論の実践活用例	ー「妊娠・出産期から
の子ども虐待発生予防研修」の実践―
演者　唐田 順子（山口県立大学看護栄養学部看護学科）

PD2-3	 構築した理論をもとに現場の看護者と共に実践的活用を目指す
演者　長山 豊（金沢医科大学看護学部）

オンデマンド配信あり

オンデマンド配信あり

オンデマンド配信あり
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学術集会企画　第2日目【12月10日（日）】

日本看護科学学会、日本看護系学会協議会�共同企画シンポジウム�
� 15:00 ～ 16:30

第 8会場（海峡メッセ下関�9F�海峡ホール）

JP2 看護学から学術の危機と発展を考える
座長　酒井�郁子（千葉大学大学院）
　　　西村�ユミ（東京都立大学）

JP2-1 学術としての看護学：その深化と国民の健康への実践的寄与
演者　山川�みやえ（一般社団法人日本看護系学会協議会）

JP2-2  看護学のオープンサイエンス化の促進と研究者と非研究者のパートナー
シップから作り出す看護学
演者　吉沢�豊予子（公益社団法人日本看護科学学会）

JP2-3  Society 5.0 時代の人々・コミュニティに求められる看護の学術と実践
とは
演者　神原�咲子（日本学術会議健康・生活科学委員会看護学分科会）

パネルディスカッション�3� 10:20 ～ 11:50
第 10会場（下関市生涯学習プラザ�1F�海のホール）

PD3  性の多様性に応える～当事者、LGBTQ 支援者の視点からみた医療現場
の課題～
座長　五十嵐�ゆかり（�聖路加国際大学大学院看護学研究科ウィメンズヘルス・

助産学）

PD3-1  LGBTQと医療 ～誰もが安心してアクセスできる医療現場を目指して～
演者　廣川�衣恵（スマイルオフィスなないろ�代表）

PD3-2 看護における性的指向・性自認に関する理解増進
演者　藤井�ひろみ（大手前大学国際看護学部）

PD3-3 トランスジェンダー当事者の視点からみた医療現場の課題
演者　藤原�直（特定非営利活動法人MixRainbow）

市民公開講座� 14:40 ～ 15:40
第 10会場（下関市生涯学習プラザ�1F�海のホール）

COL 文化財への科学的接近
座長　大久保�暢子（聖路加国際大学）
演者　馬場�良治（日本画家）

オンデマンド配信あり

オンデマンド配信あり

オンデマンド配信あり
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